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組
な
ど
の
農
林
水
産
業
の
振
興
を
進
め
て

い
き
ま
す
。ま
た
、「
県
北
部
地
域
の
振
興
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
充
、
大
阪
・
関
西
万

博
や
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
開
催
へ
の
取
組
な

ど
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
、
今
で
き
る
こ

と
を
予
算
に
込
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
財
政
は
、
令
和
７
年
度
以
降

財
源
不
足
額
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
大
規
模
事
業
に
係
る
県
債
の
償
還
の

本
格
化
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
予

算
編
成
で
も
一
定
の
収
支
改
善
を
行
い
ま

し
た
が
、
来
年
度
、
更
な
る
歳
入
確
保
や
、

有
効
性
・
経
済
性
の
観
点
か
ら
の
事
業
見

直
し
な
ど
、
も
う
一
段
踏
み
込
ん
だ
検
討

を
集
中
的
に
行
い
、
財
政
健
全
化
を
図
り

ま
す
。

　

世
界
の
動
向
に
目
を
向
け
、
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
悩
み
や
苦
し
み
に
直
面
し

て
も
力
を
合
わ
せ
て
、
と
も
に
「
健
康
し

が 

2
・
0
」
を
つ
く
る
と
い
う
思
い
で
編

成
し
た
予
算
を
、
県
民
の
皆
様
に
届
け
、

未
来
に
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
防
災
プ
ラ
ン
が
、
令
和
６

年
度
に
見
直
し
の
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、
本
県
の

被
害
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し
、
改

定
に
お
け
る
重
要
な
視
点
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
プ

ラ
ン
改
定
の
手
順
と
能
登
半
島
地
震
な
ど

の
教
訓
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
の
か
、
当

面
の
取
組
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　

本
県
は
、
琵
琶
湖
の
ま
わ
り
に
多

く
の
活
断
層
が
分
布
し
て
お
り
、
琵

琶
湖
西
岸
断
層
帯
に
よ
る
地
震
発
生
時
に

は
、
大
津
・
高
島
地
域
の
山
間
部
で
が
け

崩
れ
や
盛
土
崩
壊
に
よ
る
道
路
の
通
行
不

能
、
孤
立
集
落
の
発
生
な
ど
の
被
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
想
定
や

　

知
事
の
年
頭
挨
拶
で
、
重
点
的
に

注
力
す
る
と
し
た
「
子
ど
も
・
子
ど

も
・
子
ど
も
」、「
公
共
交
通
の
充
実
・
活

性
化
に
よ
る
健
康
ま
ち
づ
く
り
」、「
琵
琶

湖
の
こ
と
、
水
の
こ
と
、
そ
の
源
で
あ
る
、

や
ま
の
こ
と
、
そ
の
恵
み
を
頂
く
第
一
次

産
業
、
農
林
水
産
業
の
振
興
」
の
各
テ
ー

マ
の
思
い
を
予
算
に
ど
の
よ
う
に
込
め
た

の
か
、「
と
も
に
い
き
る　

未
来
に
つ
な

ぐ　

み
ん
な
で
つ
く
る
『
健
康
し
が
2
・

0
』」
と
題
し
た
令
和
6
年
度
予
算
に
か

け
る
思
い
と
併
せ
て
伺
い
ま
す
。

　

知
事
就
任
か
ら
10
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
宣
言
や
「
健
康
し
が
」
を
掲
げ
、

持
続
可
能
な
滋
賀
の
実
現
を
目
指
す
な
か

で
、
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
情
勢
の
緊
迫
化
、

物
価
高
騰
等
に
加
え
て
能
登
半
島
地
震
も

あ
り
ま
し
た
。
未
知
の
変
化
に
直
面
し
、

不
安
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
今
あ
る
こ
と

に
し
っ
か
り
目
を
向
け
、「
と
も
に
い
き

る
」
こ
と
、
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
思
い

を
込
め
て
、
令
和
６
年
度
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

　

特
に
、「
子
ど
も
・
子
ど
も
・
子
ど
も
」

で
は
、
子
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に

向
け
、
健
や
か
な
育
ち
や
学
び
の
環
境
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
医
療
費
助
成
の
高
校

生
世
代
へ
の
拡
充
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。「
公
共
交
通
」
で
は
、
地
域
公
共

交
通
は
、県
民
福
祉
の
向
上
や
経
済
活
動
、

健
康
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
り
大
変
重

要
な
も
の
と
し
て
捉
え
、「
滋
賀
地
域
交

通
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
目
指
す
姿
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
施
策
を
検
討
す
る
た
め
の

予
算
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。「
琵
琶
湖
、

水
、
や
ま
、
農
林
水
産
業
の
振
興
」
で
は
、

改
め
て
水
の
つ
な
が
り
や
恵
み
に
思
い
を

寄
せ
、
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
の
更
な
る
発
信
や
世
界

農
業
遺
産
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
を
活
か
す
取

能
登
半
島
地
震
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
も

と
に
、プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

「
複
数
の
輸
送
手
段
」、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

途
絶
時
の
ト
イ
レ
な
ど
の
避
難
環
境
」、

「
高
齢
化
の
進
展
を
踏
ま
え
た
自
助
と
共

助
」、「
迅
速
・
的
確
に
対
応
で
き
る
受
援
」

の
４
つ
の
視
点
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
復
旧
・
復
興
期
に
か
け
て
の
教
訓

や
課
題
を
整
理
し
、
庁
内
で
の
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
被
災
地
を
支
援
し
た
市

町
や
学
識
経
験
者
等
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
令
和
６
年
度
予
算

で
は
、
道
路
寸
断
時
の
湖
上
輸
送
の
検
討

や
、
道※
１

路
啓
開
計
画
の
策
定
、
高
齢
化
の

進
展
を
踏
ま
え
た
県
民
意
識
調
査
結
果
の

プ
ラ
ン
へ
の
反
映
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
導
入
、
非
常
用
電
源
設
備
の
強
化
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
や
訓
練
で
得
ら
れ
た

課
題
や
教
訓
に
加
え
、
能
登
半
島
地
震
の

教
訓
も
プ
ラ
ン
に
活
か
し
、
着
実
に
実
行

す
る
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
滋
賀
を
創
っ

て
い
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
６
月
の
合
併
に
向
け
て

県
内
６
つ
の
森
林
組
合
に
よ
る
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
森
林
組
合
の

合
併
の
意
義
と
組
合
が
実
施
す
る
今
後
の

林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
造
林
公

社（
以
下
、「
造
林
公
社
」
と
い
う
。）で
は
、

長
期
経
営
計
画
等
を
策
定
し
、
経
営
改
善

に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

県
と
し
て
も
、
造
林
公
社
経
営
に
対
す
る

考
え
方
を
改
め
て
整
理
す
る
た
め
、
あ
り

方
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
造
林
公
社
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
経
営
健
全
化
と
収

益
確
保
策
、
森
林
行
政
の
中
で
造
林
公
社

の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
の
合
併
に
よ
り
、主
伐
・

再
造
林
な
ど
の
森
林
整
備
に
つ
い
て
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
事
業
展

開
の
ほ
か
、
林
業
機
械
や
施
設
の
共
同
利

用
に
よ
る
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
多
く
の
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
高※
２

性
能
林
業
機
械
の
導

入
に
よ
る
施※
３

業
の
効
率
化
や
木
材
流
通
セ

ン
タ
ー
へ
の
木
材
の
出
荷
体
制
の
強
化
な

ど
に
よ
り
、
森
林
組
合
の
経
営
理
念
で
あ

る
「
森
林
よ
し
」「
組
合
員
よ
し
」「
組
織
よ

し
」の
三
方
よ
し
の
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

　

造
林
公
社
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
伐
採
開
始
以
降
、
順
調
に
伐
採
材
積
量

お
よ
び
伐
採
収
益
額
を
伸
ば
し
て
い
る
一

方
で
、
長
期
経
営
計
画
と
は
大
き
な
か
い

離
が
続
い
て
お
り
、
造
林
公
社
の
経
営
に

は
大
変
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
経
営
健
全
化
と
収
益
確
保
策
に

つ
い
て
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
森
林

解
析
の
結
果
、
債
務
弁
済
に
必
要
な
伐
採

材
積
量
が
想
定
の
３
割
程
度
し
か
確
保
で

き
ず
、
188
億
円
の
債
務
の
大
部
分
が
弁
済

不
可
能
な
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に

判
明
し
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除

せ
ず
に
造
林
公
社
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

次
の
100
年
の
森
林
づ
く
り
を
見
据
え
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
経
営

管
理
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　２月定例会議では、子ども関連経費や国スポ・障スポ関連経費など総額
6,145億円を計上する「令和６年度一般会計予算」や、年度内における各
事業の執行状況および最終的な財源見通しに基づき、所要額を精査したこ
となどにより、総額265億3,748万4千円を減額する「令和５年度滋賀県一

般会計補正予算(第７号)」など、知事提出議案85件と議員提出議案9件が
上程されました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審議等
を行いました。
　また、令和６年度予算を総合的に審査するため、委員41人で構成する予
算特別委員会が設置され、３日間にわたり質疑を行い、さらに分科会調査
を２日間実施した上で、可決すべきものとしました。
　これらの審議の結果、意見書案２件を否決したほか、いずれも原案のと
おり可決または同意しました。

２月14日～３月19日の35日間

用語解説 ※１「道路啓開計画」……�災害時における救援・救護のため、がれき等でふさがれた道を切り開き、緊急車両の通行の確保を迅速に行うことができるよう、事前に考え
方や手順等を定めたもの。

※２「高性能林業機械」…森林での作業の効率化、安全性向上のため、立木の伐採、枝払い、集積等を複数同時に処理するなど、性能が著しく高い林業機械のこと。
※３「施業」………………森林の適正管理や循環利用のために実施する苗木の植栽、植栽木の保育、立木の伐採・搬出などの作業のこと。

ＩＣＴハーベスタ
（高性能林業機械）

防
災
対
策

能登半島地震の避難所運営支援

令
和
６
年
度
予
算

森
林
政
策

２
月
定
例
会
議
に
お
け
る
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「（
仮
称
）滋
賀
県
子
ど
も
基
本
条
例
」

に
関
し
て
、
現
在
の
検
討
状
況
と
提
案
時

期
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
た
な
組
織
「
子
ど
も
若
者
部
」

に
お
い
て
、
子
ど
も
・
若
者
に
関
連
す
る

政
策
を
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
る
の
か
、

知
事
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
た
め
に
、
子
ど
も
と

と
も
に
つ
く
る
県
政
」
の
実
現
に
向

け
、
子
ど
も
を
中
心
に
置
き
、
子
ど
も
が

幸
せ
に
成
長
し
、
大
人
が
子
育
て
の
喜
び

を
実
感
で
き
る
、
こ
う
し
た
思
い
を
県
民

の
皆
様
と
共
有
し
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
に
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
若
者
審
議

会
で
の
議
論
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
の
権
利
を
盛
り
込
む
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
意
見
の
聴
取
や
反
映
、
権

利
を
保
護
す
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

滋
賀
県
ら
し
さ
を
打
ち
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
議
会
は
も
と
よ
り
子
ど
も
や

若
者
、
保
護
者
、
子
ど
も
に
関
わ
る
関
係

団
体
等
、
幅
広
く
意
見
を
聞
き
、
丁
寧
に

議
論
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
６
年
中
の
制

定
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育

と
の
連
携
、
若
者
の

社
会
参
画
の
促
進
や

労
働
雇
用
政
策
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
福
祉
の

枠
組
み
を
越
え
た
観

点
で
の
取
組
が
必
要
と
の
思
い
で
、
健
康

医
療
福
祉
部
か
ら
新
た
な
部
と
し
て
「
子

ど
も
若
者
部
」
を
独
立
さ
せ
ま
す
。
子
ど

も
・
若
者
施
策
に
お
け
る
庁
内
の
司
令
塔

と
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
施

策
を
様
々
な
観
点
か
ら
展
開
し
、
未
来
へ

と
つ
な
が
る
私
た
ち
の
希
望
で
あ
る
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
ま

た
子
ど
も
の
ま
わ
り
に
い
る
大
人
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
で

子
ど
も
を
育
み
、
若
者
を
支
え
る
滋
賀
を

実
現
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
の
分
離
新
設
の
方

針
に
至
っ
た
経
緯
と
場
所
の
選
定
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
併
せ
て
、
本
県
全
体

の
特
別
支
援
学
校
の
施
設
面
で
の
課
題
認

識
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
県
立
特
別
支
援
学

校
の
在
籍
者
数
は
過
去
最
高
と
な
り
、

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
踏
ま
え
る

と
、
野
洲
養
護
学
校
・
草
津
養
護
学
校
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
続
き
300
名
以
上
の
児

童
生
徒
数
が
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
分
離
新
設

が
最
善
の
方
策
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
、
児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
指
導
・
支
援
が
提
供
で
き
る

規
模
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
時
間
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
教
育
環
境
と
し
て

適
切
な
場
所
の
選
定
に
努
め
ま
す
。

　

他
の
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
も
、
狭

あ
い
化
や
老
朽
化
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
、
現
有
施
設

の
状
況
な
ど
総
合
的
な
観
点
か
ら
検
討
を

進
め
、北
大
津
養
護
学
校
の
校
舎
の
増
築
、

そ
の
他
の
特
別
支
援
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

や
必
要
な
修
繕
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
施
策

子ども県議会（令和５年12月25日開催）

学
校
教
育

議案番号 件　　　　　　　　　名 結果
（議員提出）
会第１号 滋賀県議会会議規則の一部を改正する規則案 可決
会第２号 滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案 可決
（知事提出）
議第１号～
議第16号

令和６年度滋賀県一般会計予算　ほか15件 可決

議第17号～
議第45号

滋賀県部等設置条例の一部を改正する条例案　ほか28件 可決

議第46号 契約の変更につき議決を求めることについて（神郷彦根線補助道路整備工事）可決
議第47号 権利放棄につき議決を求めることについて 可決
議第48号 所有権移転仮登記抹消登記手続請求訴訟の提起につき議決を求めることにつ

いて
可決

議第49号 損害賠償請求事件の和解および損害賠償の額を定めることにつき議決を求め
ることについて

可決

議第50号 国の行う土地改良事業に要する経費について関係町が負担すべき金額を定め
ることにつき議決を求めることについて

可決

議第51号 包括外部監査契約の締結につき議決を求めることについて 可決
議第52号～
議第67号

令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第７号）　ほか15件 可決

議第68号～
議第71号

滋賀県公立学校情報機器整備基金条例案　ほか３件 可決

議第72号～
議第74号

県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負担すべき金額を定める
ことにつき議決を求めることについて　ほか２件

可決

議第75号～
議第76号

指定管理者の指定につき議決を求めることについて（滋賀県営都市公園（湖
岸緑地山田新浜地区、志那地区、赤野井吉川地区および中主吉川地区に限
る。））　ほか１件

可決

議第77号～
議第78号

令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第８号）　ほか１件 可決

議第79号～
議第80号

契約の変更につき議決を求めることについて（滋賀県立近江学園整備事業）　
ほか１件

可決

議第81号～
議第84号

滋賀県教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　ほか３件 同意

議第85号 滋賀県児童福祉法に基づく児童福祉施設の設備および運営に関する基準を定
める条例等の一部を改正する条例案

可決

番　号 件　　　　　　　　　名 結果
意見書第１号 被災者生活再建支援の在り方に係る議論の促進を求める意

見書案
否決

意見書第２号 価格転嫁対策の円滑な実施と実効性確保を求める意見書案 否決
意見書第３号 政治資金規正法違反疑惑の徹底解明と再発防止を求める意

見書案
可決

意見書第４号 我が国のレジリエンスを高める施策の推進を求める意見書案 可決
意見書第５号 政治不信を払拭し、真の民主政治を取り戻すことを求める

意見書案
可決

意見書第６号 せん妄の予防等に対する施策の推進を求める意見書案 可決
意見書第７号 若者による市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）防止対策の

強化を求める意見書案
可決

２月定例会議で審議した意見書２月定例会議で審議した主な議案

●委員会のオンライン出席について
　のこれまでの検討

滋賀県議会委員会条例を改正しました

　令和５年７月14日に奥村芳正議長の諮問
を受け、議会改革検討委員会（川島隆二委
員長）において委員会のオンライン開催に
ついての検討を開始し、計６回の委員会を
経て、令和５年12月21日に検討結果報告書
を議長に提出しました。

●滋賀県議会委員会条例の改正の概要
　新たに出席の特例について規定し、
　　①大規模な災害の発生、感染症のまん延その他の委員個人の

責に帰することができない事由
　　②育児、介護その他のやむを得ない事由
により委員会を招集しようとする場所に参集することが著しく困
難であると委員長が認めるとき、オンライン出席ができるものと
し、委員会に出席したものとみなすものです。

　議会は、地方公共団体の意思決定を行う機関として、感染症のまん延時や災害時等においてもその役割を最大限果たすことが求められ
ています。そのためのツールとしてデジタル技術が有用であることから、委員会のオンライン出席が可能となるよう、２月定例会議で「滋
賀県議会委員会条例」を改正しました。

岩佐 弘明 議員逝去
　令和６年１月６日、岩佐弘
明議員が逝去されました（享
年69歳）。
　岩佐議員は、平成23年から
４期にわたって県議会議員を
務められ、また第102代議長
（令和４年４月26日〜令和５
年４月29日）を務められるな
ど、地方自治の発展に多大な
貢献をされました。
　ここに哀悼の意を表し、謹
んでご冥福をお祈りします。

石川県に見舞金を贈呈
　滋賀県議会議員一同は、令和６年１
月の能登半島地震により大きな被害を
受けた石川県に対し、25万円の見舞金
を贈呈しました。

●議会運営委員会委員の選任
　令和６年１月24日、周防清二議員が議会運営委員会に所属することと
なりました。

第 121 号 滋賀県議会だより 令和 6 年（2024年）4 月 7 日（日）　⑵


